
クローズアップ豊岡

※掲載している情報は編集時点（６月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、ご注意ください。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業

等
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
納
付
が
免
除
さ
れ
る「
申
請

免
除
」や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
納

付
猶
予
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
を
負
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た
と

き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

や
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
保
険

料
納
付
が
困
難
な
方
は
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付（
追
納
）が
で
き
、
納
付
し

た
月
分
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

数
え
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
し
た
期
間
に
応
じ
た
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

（�

注
1
）一
部
免
除
は
、
一
部
納

付
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

（�

注
2
）全
額
・
一
部
免
除
を
受

け
た
期
間
は
定
額
納
付
と
比
べ

て
老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

▼�

免
除
対
象
者　

本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主（
納
付
猶
予
制
度
の
場

合
は
、
50
歳
未
満
の
本
人
と
配

偶
者
）が
次
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

▼
要
件

○
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

　
【
対
象
と
な
る
所
得
の
目
安
】

　

�

全
額
免
除
、
納
付
猶
予
：（
扶

養
親
族
等
の
数
＋
1
）×
35
万

円
＋
22
万
円

　

�

4
分
の
3
免
除
：
78
万
円
+（
扶

養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

�

半
額
免
除
：
1
1
8
万
円
+（
扶

養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　
�

4
分
の
1
免
除
：
1
5
8
万
円

+（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万

円
）

※�

38
万
円（
基
礎
控
除
額
）の
読
み

替
え

　

�

次
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、

38
万
円（
基
礎
控
除
額
）を
各
々

の
額
に
読
み
替
え
て
計
算
し
ま

す
。

　

�

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
・
老
人

扶
養
親
族（
70
歳
以
上
）＝
48
万

円

　

�

特
定
扶
養
親
族（
19
歳
以
上
23

歳
未
満
）＝
63
万
円

　

�

控
除
対
象
扶
養
親
族（
16
歳
以

上
19
歳
未
満
＝
63
万
円
）

※�

所
得
の
種
類
や
控
除
額
な
ど
に

よ
っ
て
、
免
除
に
該
当
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

○�

災
害
ま
た
は
失
業
・
倒
産
・
事

業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合

　

�

そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か

ら
、
事
由
が
発
生
し
た
年
の

翌
々
年
の
6
月
ま
で
の
期
間

（
申
請
月
か
ら
2
年
1
カ
月
前

ま
で
の
期
間
に
限
り
ま
す
）

○�

地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま

た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
所

得
が
1
2
5
万
円
以
下

○�

本
人
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人
が
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
。

○�

申
請
者
本
人
が
特
別
障
害
給
付

金
を
受
け
て
い
る
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の

○
印
鑑

○�

失
業
等
の
方
…「
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
」や「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」な
ど
の
写
し
、

り
災
証
明
書
、
上
記
に
準
ず
る

公
的
機
関
の
証
明
書
等

▼�
窓
口　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は

各
振
興
局
市
民
福
祉
課

▼�

所
得
申
告　

免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
し
ま
す
。
必
ず
所
得

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

免
除
承
認
期
間　

7
月
1
日

（
水
）〜
2
0
2
1
年
6
月
30
日　

（
水
）【
1
年
間
】

▼�

そ
の
他　

申
請
月
の
2
年
1
カ

月
前
の
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
失
業
な
ど
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

で
、
未
納
期
間
の
あ
る
方
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

問
合
せ
先
は
次
ペ
ー
ジ「
年
金

事
務
所
か
ら
」を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
保
険
料
免
除
・
猶
予

申
請
の
受
付
開
始（
７
月
か
ら
）

《納付・免除・納付猶予と未納の算入の違い》
納付状況

年金の種類 納付 申請免除
（全額・一部）

納付
猶予 未納

障害基礎年金 　　　　　　
遺族基礎年金 　　　　　　
（受給資格期間に算入されるか？）

○ ○
（注１） ○ ×

老齢
基礎年金

（受給資格期間に算
入されるか？） ○ ○

（注１） ○ ×

（年金額に反映され
るか？） ○ ○

（注１･２） × ×

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、2020年２月以降に収入源となる業務
の喪失や売上減少などにより収入が相当
程度まで下がった場合は、臨時特例措置
として本人申告の所得見込額を用いた簡
易な手続きにより、国民年金保険料免除
の手続きが可能となりました。日本年金
機構ホームページを確認してください。
　� （https：//www.nenkin.go.jp）
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豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

　

年
金
相
談
窓
口
の
受
付
時
間
を

次
の
と
お
り
延
長
し
ま
す（
予
定
）。

お
越
し
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の
と
、
本
人
確
認
が
で
き
る

運
転
免
許
証
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
に
、
委

任
状
と
代
理
者
の
本
人
確
認
で
き

る
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●�

7
月
11
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時

●�

7
月
6
、
13
、
20
、
27
日（
月
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●�

相
談
・
手
続
き
の
際
は
予
約
の

上
、
来
訪
し
て
く
だ
さ
い
。

〇�

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
受
給
に

関
す
る
相
談
）☎
0
5
7
0
－

05
－
1
1
6
5

・�
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方
☎

03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

〇�
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
相

談
）☎
0
5
7
0
－
0
0
3
－

0
0
4

・�

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方
☎

03
－
6
6
3
0
－
2
5
2
5

〇�

来
訪
相
談
の
ご
予
約
受
付
専
用

☎
0
5
7
0
－
05
－
4
8
9
0

・�

0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方
☎

03
－
6
6
3
1
－
7
5
2
1

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

�

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

ア
ド
レ
ス

　

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

　

�

市
民
課
☎
21
－
9
0
1
5
ま
た　

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

2
0
1
9
年
度
豊
岡
市
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
豊
岡
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
開

請
求
は
1
5
8
件
あ
り
、
処
理
状

況
は
公
開
が
22
件
、
部
分
公
開
が

1
3
3
件
、
文
書
不
存
在
が
2
件
、

非
公
開
が
1
件
で
し
た
。
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
開

示
請
求
は
4
件
あ
り
、
処
理
状
況

は
開
示
が
1
件
、
部
分
開
示
が
3

件
で
し
た
。　

情
報
公
開
条
例
等
運
用
状
況

《
問
合
せ
》
総
務
課
☎
23

−

1
1
1
6

《情報公開条例運用状況》　� （単位：件）

部局 請求
件数

請求に係る決定
公開 部分公開 不存在 非公開

市長部局 92 18 71 ２ １
教育委員会部局 23 ２ 21 ０ ０
上下水道部局 43 ２ 41 ０  ０
その他の部局 ０ ０ ０ ０  ０
合計 158 22 133 ２  １

《個人情報保護条例運用状況》　�（単位：件）

部局 請求
件数

請求に係る決定
公開 部分公開 不存在 非公開

市長部局 ３ １ ２ ０ ０
教育委員会部局 ０ ０ ０ ０ ０
上下水道部局 ０ ０ ０ ０ ０
その他の部局 １ ０ １ ０ ０
合計 ４ １ ３ ０ ０

エコな　
ええこと
やってみよう！

第５回
レジ袋の有料化

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

身
近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き
る

エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21

−

9
0
1
7

　
7
月
か
ら
、
全
小
売
店
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が

始
ま
り
ま
す
。
目
的
は
、
国
民
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減
す
る

気
持
ち
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
。

「
店
側
が
利
益
を
得
た
い
」わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

原
料
は
、
遠
い
国
か
ら
輸
入
す
る

化
石
資
源
。
運
搬
・
製
造
・
焼
却
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
C
O
2（
二
酸

化
炭
素
）を
排
出
し
ま
す
。
レ
ジ

袋
の
大
量
消
費
は
、
資
源
の
浪
費

だ
け
で
な
く
地
球
温
暖
化
に
も
つ

な
が
る
問
題
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
路
上
で
見
か
け
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
川
か
ら
海
へ
と

流
れ
、
最
後
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
。
家
庭
の
食
卓
に
並
ぶ

魚
介
類
の
体
内
に
も
蓄
積
さ
れ
ま

す
。

　
日
本
は
大
量
消
費
社
会
。
レ
ジ

袋
に
つ
い
て
は
大
型
ス
ー
パ
ー
だ

け
で
も
一
人
当
た
り
年
間
3
0
0

枚
消
費
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

は
世
界
第
2
位
で
、
ド
イ
ツ
の
約

10
倍
も
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
の
対
策
や
国
民
意
識
は
、
提

供
禁
止
の
流
れ
が
加
速
す

る
世
界
と
は
ま
だ
ま
だ
差

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
に
入
り
の
マ
イ
バ
ッ

グ
を
。
環
境
と
財
布
に
や

さ
し
い
お
買
い
物
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
文
　
暮
ら
し
の
エ
コ
を

す
す
め
る
但
馬
の
会
）

マイバッグを持って
街に出よう。
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